
大田区立矢口小学校 2022年 12月 21日（水） 

子供のための伝統文化・芸術体験事業 能楽〔狂言〕教室（6年生） 

野村万之丞先生からの話 

 

狂言というのは伝統芸能です。落語や歌舞伎

も伝統芸能ですが、狂言は歴史が古く、室町時

代に始まりました。今から 650～700年前の時代

です。ですから、戦国大名の信長や秀吉なども

狂言が大好きで、よく見ていましたし、自分で

も演じることがあったということです。このよ

うに長い時代をたくさんの人が技を引き継いで

きたことによって、今の時代でも室町時代と同

じ狂言を見ることができるのです。 

 

狂言は今の言葉でいうと室町時代の

「コント」です。役を決めて、おもしろお

かしく演じます。国語の教科書には「柿

山伏」という狂言が載っていますね。コ

ントですから、かたくならずにリラック

スして楽しく見てもらえばよいのです。 

 

狂言には、失敗する者が必ず登場しま

す。たとえば仮病をつかって仕事をさぼ

ろうとしても仮病がばれたり、留守番中につまみ食いをしたことが主人にばれたりという失

敗をします。ときには泥棒が登場することもあります。それから、「このあたりの者でござ

る」という言い出しから狂言は始まるのですが、これは「この辺に住んでいる者である」と

いう意味です。 

 

とにかく狂言は笑ってもらうために、声

と体で特徴的な表現をします。声は、ゆっく

り大きく、メロディに乗せるように話しま

す。「それがしは、野村万之丞と申す、狂言

師でござる」と、このようにゆっくり大きく

話します。皆さんは、はじめは意味が分から

なくても、なんとなくこんな感じかなと想

像することが大事です。室町時代は屋外で

マイクなどなかったため、遠くの人にも伝

わりやすいように、このような声の出し方をするようになったのです。まるで波が伝わって



いくかのような感じです。ぜひ皆さんも、どう話したら相手に伝わりやすいか試してみてく

ださい。次に体です。狂言にはかまえ方があります。まず背骨を伸ばし、腕を曲げて腰に乗

せる。足を曲げ、腰を立てると言いますが、おしりを少し後ろに引くようにして腰を立てま

す。これが基本のかまえです。そして動くときにはすり足で動き、腰から上は上下左右には

動かないようにします。 

 

次に狂言を見るポイントを説明します。耳で声を聴き、目で動きを見る、このときに想像

力をたくさん働かせてください。たとえば狂言では扇を使いますが、この扇一つでも、刀に

もなり、弓にもなります（実際に演技を見せてくれる）。弓を射った直後に、自分のももを

パンとたたきます。この音で、矢が当たったことを表現します。扇を開いて酒を注ぐ動きも

します。そのときに、「ドブドブドブドブ」と言いながら注ぎます。これが音の表現になり

ます。皆さんが想像力を使って考えながら狂言を見ることで、イメージが広がっていきます。

きっと新しい世界が広がっていくはずです。能舞台には松の絵しか飾りはありません。狂言

師の声と動きだけで、あとは見る人の想像力が働くように演じることで、何もない舞台でも、

まるで何かがあるように感じられるのです。 

 

 これから「しびり」という狂言を実演

します。しびりとは足のしびれのことで

す。正座をするとしびれることがありま

すね。登場人物は主人と家来の二人で

す。主人はこの時代にとても流行ってい

た「振る舞い」、これはホームパーティー

のようなものですが、これをするため

に、家来をおつかいに行かせます。しか

し、家来の太郎冠者はめんどくさいから

おつかいに行きたくないのです。そこで太郎冠者は足がしびれて歩けないという仮病を言い

訳にします。おつかいに行かせたい主人と行きたくない太郎冠者のやりとりを楽しく見てく

ださい。 

 

 

（質疑応答） 

Ｑ:道具で扇と刀をどう使い分けているのですか。 

Ａ：実際の刀の方がリアルな場合は刀を使うこともあります。刀がない場合は、扇を刀とし

て使います。演目やその時の状況に合わせて道具を選びます。 

Ｑ：声を出すためのトレーニングはありますか。筋トレとかしますか。 

Ａ：師匠のお手本を真似して、くりかえし練習していく中で、声も出せるようになっていき

ます。狂言の演技には、側転や手をつかない飛び込み前転といったアクロバティックな

動きをすることもあるので、その練習はします。 



 

Ｑ：舞台に立てるようになるまでどのく 

らいかかりますか。 

Ａ：人にもよりますが、１～２年間修業

すれば舞台には立てます。その後５～

１０年間けいこを重ねて、技を磨いて

いきます。 

 

Ｑ：キノコの演技はどうやって身につけ

たのですか。 

Ａ：見よう見まねで覚えていきます。毎日けいこを重ねて、だんだん上達していきます。 

  一つのことに打ち込んでいくことが、プロとして大事なことだと思います。しかし、皆

さんのような年代の人は、いろいろなことにふれて、やってみることも大事です。たく

さんのことを経験した中から、一つを選んで打ち込んでいけば、個性、特技になってい

きます。 


